
＜障がい施設コース＞講師：水流 寛二 氏（特定非営利活動法人 キャンピズ 代表理事） 
 
利用者の障がい特性を理解したうえで、日常生活の質的向上に繋がるレクリエーションプログラムの

計画と実施方法を講義や実践を通じて学びます。レクリエーションの基本的考え方を正しく理解し、利

用者援助に役立つ具体的方策とそのアレンジ方法を習得していきます。 

 

＜高齢施設コース＞講師：池島 栄治郎 氏（特定非営利活動法人 みんなのスポーツ協会  

・レクリエーション支援者の心構え                                事務局長）          

・高齢者施設においての、レクリエーション活動に役立つ各種プログラムの紹介および実践 

  （座ってできるレクリエーション、音楽を使ったレクリエーションなど） 

・高齢者の方々に対しての"レクリエーションテイスト"の運動プログラムの紹介と実践 

（リズム体操・ストレッチ体操・筋力、バランス、コーディネーション各種トレーニング） 
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 平素は、本センターの業務運営に、格段のご協力を賜り深く感謝申しあげます。 

 さて、標記研修会を下記のとおり開催いたします。今年度も昨年に引き続き、各コース講義と

演習を交え、実践に役立てていただける内容として開催します。 

 つきましては、業務ご多忙中とは存じますが、ぜひご参加いただきますようお願いいたします。 

 

１．趣  旨  
本研修では、レクリエーションを通じて、人との関わりあいや支援に大切なつながりと、自己

実現の獲得におけるレクリエーションの基礎や理論の視点を学び、各分野の実践を通じてレクリ

エーションプログラム企画の専門性を高めることを目的とした、研修になっております。 

 

２．日程・会場   

○障がい施設コース 
令和元年 ９月１０日（火）10：00～16：30 

会場…大阪社会福祉指導センター5Ｆホール 

○高 齢施設コース 
令和元年 ９月２５日（水）10：00～16：30 

会場…大阪社会福祉指導センター5Ｆホール 

 

３．対 象 者  社会福祉施設に勤務する職員および施設長が認めた者、 

          福祉レクリエーションに関心がある職員 

 

４．定   員  6０名（①障がい施設コース 30 名 ②高齢施設コース 30 名） 

 

５．受 講 料  お一人につき 5,000 円（資料代含む）  

※受講料振込先等については、受講決定通知と一緒にご案内いたします。 

 

６．内容・講師 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  令和元年度 福祉レクリエーション研修会 

   ～人と人がつながり、一緒に自己実現を育む～ 

 



７．申 込 手 続 

「受講申込書」に記入のうえ、令和元年８月２６日(月)までに申し込みをＦＡＸにて 

お願いいたします。※先着順申込みになります。また、受講の可否・受講料振込先口座 

ご案内を８月２８日(水)までにＦＡＸにて通知させていただきます。 
 

８．問 合 せ 先 

大阪府社会福祉協議会 大阪福祉人材支援センター 研修グループ 

【担当：金、内本】 TEL：06-6762-9035 FAX：06-6764-5149 

 

 

※申込み送付先 大阪福祉人材支援センター 研修グループ FAX：06-6764-5149 
※事務所移転のため、7 月 19 日の夜から 7 月 21 日までに FAX が一時不通となります。 

 

 

令和元年度「福祉レクリエーション研修会」受講申込書 
 

 

令和元年    月    日      

大阪福祉人材支援センター 所長 様 

申込区分 

（     ）①障がい施設コース：９月１０日（火） 

（     ）②高 齢施設コース：９月２５日（水） 

※希望されるコースのカッコ内に○をしてください。 

ふりがな  

法人名 
 

ふりがな  

施設名 
 

住所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

参加者氏名 職 種 

ふりがな  

 
氏名  

勤続年数     年    ケ月 
申込み 

担当者 
   

※この研修の受講動機、レクリエーションプログラムを行うにあたって何か悩みごとや、こ

の研修で学びたいことや期待することなどをお書きください。 

 

 

※本申込書に記載された事項につきましては、個人情報保護等の規定に則り適正な管理を行い、 

本研修実施に関する業務以外に使用することはいたしません。 


